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菅
内
に
も
あ
っ
た
大
内
文
化
伝
え
る
五
重
塔

「
仁
平
寺
本
堂
供
養
日

記
」
が
存
在
し
、
豪
華
絢㆐

㇓

爛㇉
㇓

な
舞
楽
舞
踊
も
行
わ
れ

て
い
た
と
い
う
。

　
し
か
し
、
江
戸
時
代
中

期
に
は
荒
廃
。
明
治
３

（
１
８
７
０
）
年
、
禅
昌

寺
（
下
小
鯖
）
に
引
き
取

ら
れ
、
約
５
０
０
㍍
東
に

場
所
を
移
し
て
曹
洞
宗
・

仁
平
寺
と
し
て
現
存
す

　
仁
平
元
（
１
１
５
１
）

年
創
建
で
、
年
号
を
寺
号

と
し
た
天
台
宗
の
寺
院
仁

平
寺
。「
大
内
村
史
」
に

「
地
下
上
申
に
よ
る
と
大

内
弘
世
の
時
代
に
京
師
叡

山
を
仁
平
寺
に
勧
請
し
て

麓
に
八
王
字
の
森
、
仁
王

門
、
弁
才
天
、
丈
六
の
地

蔵
、
五
重
の
塔
を
建
立
し

た
」
と
あ
る
。
さ
ら
に

　
市
内
で
五
重
塔
と
い
え
ば
瑠
璃
光
寺
五
重
塔
だ

が
、
菅
内
に
建
立
さ
れ
た
天
台
宗
の
寺
院
「
仁
平

寺
」
に
も
か
つ
て
は
五
重
塔
が
あ
っ
た
。

る
。
現
在
、
旧
仁
平
寺

跡
地
に
建
物
は
な
い

が
、
楼
門
の
柱
は
雲
谷

庵
（
天
花
）
を
支
え
る

柱
と
し
て
今
に
残
る
。

No.185

大内

早春散歩
ੜલະൃදࢻ

空
は
晴
れ
て
て
も
、
建
物
に
は
蔭
が
あ
る
よ
、

春
、
早
春
は
心
な
び
か
せ
、

そ
れ
が
ま
る
で
薄
絹
で
で
も
あ
る
や
う
に

ハ
ン
ケ
チ
で
で
も
あ
る
や
う
に

我
等
の
心
を
引

ㅱ
ㆲ
ㆌ

千ㆡ

切ㆍ
ㅲ
り

き
れ
ぎ
れ
に
し
て
風
に
散
ら
せ
る

私
は
も
う
、
ま
る
で
過
去
が
な
か
つ
た
か
の
や
う
に

少
く
と
も
通
つ
て
ゐ
る
人
達
の
手
前
さ
う
で
あ
る
か
の
如
く
に
感
じ
、

風
の
中
を
吹
き
過
ぎ
る

異
国
人
の
や
う
な
眼ㆾ

ㆪ

眸㆖
㆗

を
し
て
、

確
固
た
る
も
の
の
如
く
、

ま
た
隙

ㅱ
㆙
ㆌ

間ㆾ
ㅲ

風
に
も
消
え
去
る
も
の
の
如
く

さ
う
し
て
こ
の
淋
し
い
心
を
抱
い
て
、

今
年
も
ま
た
春
を
迎
へ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を

ゆ
る
や
か
に
も
、
茲

ㅱ
㆓
㆓
ㅲに

春
は
立
返
つ
た
の
で
あ
る
こ
と
を

土
の
上
の
日
射
し
を
み
な
が
ら
つ
め
た
い
風
に
吹
か
れ
な
が
ら

土
手
の
上
を
歩
き
な
が
ら
、
遠
く
の
空
を
見
や
り
な
が
ら

僕
は
思
ふ
、
思
ふ
こ
と
に
も
慣
れ
き
つ
て
僕
は
思
ふ
…
…

【ひとことコラム】明るい早春の情景の中でふと胸の内に芽生える淋しさが
冒頭の一行に凝縮されています。自分らしく生きることの誇りと孤独とを
抱えて、詩人は街を歩いていきます。緩やかな歩行のリズムと詩の行を追
う目の動きとが共鳴して、同じ思いが読者の胸の内にも広がってきます。

中原中也記念館館長　中原 豊
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７
割
弱
に
影
響
、山
口
商
工
会
議
所

新
型
コ
ロ
ナ
の
市
内
経
済
へ
の
影
響
を
緊
急
調
査

設
業
30
社
、
飲
食
業
30
社
、

製
造
業
22
社
、
卸
売
業
14

社
、
宿
泊
業
２
社
、
そ
の
他

９
社
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
ず
「
現
時
点
」
で
の
経

営
へ
の
影
響
を
聞
く
と
、
�4

％
が
「
影
響
が
あ
る
」
と
回

答
。「
影
響
が
な
い
」
は
32

％
で
、「
わ
か
ら
な
い
（
懸

へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、

「
影
響
が
あ
る
」
が
�1
％
、

「
わ
か
ら
な
い
（
懸
念
あ

り
）」　
が
18
％
。（
２
面
へ
）

　
山
口
商
工
会
議
所
（
河
野
康
志
会
頭
、
☎
０
８
３

－

９
２
５

－

２
３
０
０
）
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
起
因
す
る
市
内
経
済
へ
の
影
響
を
緊
急
調
査
し
た
。
そ
の
中
間

報
告
で
、
現
時
点
で
７
割
弱
の
事
業
者
に
影
響
が
出
て
い
る
な
ど
の
実
態
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。

　
調
査
は
、
３
月
10
日
か
ら

1�
日
に
か
け
て
、
同
商
議
所

会
員
の
５
５
０
社
に
対
し
て

ヒ
ア
リ
ン
グ
。
中
間
集
計
で

は
、
そ
の
う
ち
13
日
ま
で
に

聞
き
取
っ
た
２
５
０
社
の
回

答
を
ま
と
め
た
。
業
種
別
の

内
訳
は
、
小
売
業
�2
社
、
そ

の
他
サ
ー
ビ
ス
業
�1
社
、
建

念
あ
り
）」
が
４
％

だ
っ
た
。「
影
響
が

あ
る
」
と
の
回
答
が

多
か
っ
た
業
種
は
、

宿
泊
業
（
１
０
０

％
）、
飲
食
業
（
8�

％
）、
製
造
業
（
82

％
）、
小
売
業
（
�2

％
）、
卸
売
業
（
�1

％
）
な
ど
。

　「
今
後
」
の
経
営
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（
１
面
か
ら
）「
影
響
が
な

い
」
は
11
％
だ
っ
た
。
す
べ

て
の
業
種
で
「
影
響
が
あ

る
」
と
の
回
答
は
増
え
て
お

り
、

宿

泊

業
（

１

０

０

％
）、
製
造
業
（
�1
％
）、
飲

食
業
（

�0
％
）、
卸
売
業

（
��
％
）、
小
売
業
（
�4
％
）

で
多
か
っ
た
。
建
設
業
は
、

「
現
時
点
」
は
「
影
響
が
な

い
」
が
�3
％
と
過
半
数
を
占

め
て
い
る
が
、「
今
後
」
だ

と
10
％
に
ま
で
減
少
。
逆
に

「
影
響
が
あ
る
」
は
43
％
か

ら
��
％
に
増
え
て
い
る
。

　
次
に
「
影
響
が
あ
る
」
と

答
え
た
社
に
「
具
体
的
な
影

響
の
内
容
」
を
聞
く
と
、

「
現
時
点
」「
今
後
」
と
も
最

も
多
か
っ
た
の
は
「
売
り
上

げ
・
客
数
減
少
」（
そ
れ
ぞ

れ
4�
％
、
�0
％
）
で
２
番
目

は
「
予
約
キ
ャ
ン
セ
ル
（
機

会
喪
失
）」（
同
2�
％
、
22

％
）。「
中
国
製
品
の
入
荷
の

遅
れ
」「
商
品
欠
品
」
と
の

回
答
も
多
か
っ
た
。

　
ま
た
「
こ
れ
か
ら
３
カ
月

間
で
見
込
ま
れ
る
損
害
」
を

聞
く
と
、「
売
り
上
げ
の
前

年
同
期
比
20
％
以
上
減
少
」

が

43
％
で
、「
同
５
％
以

上
」
が
38
％
だ
っ
た
。

　「
感
染
拡
大
へ
の
対
策
」

は
「
社
員
へ
の
注
意
喚
起
」

（
30
％
）、「
接
客
対
応
マ
ニ

ュ
ア
ル
の
変
更
」（
24
％
）、

　
同
商
議
所
は
こ
の
中
間
集

計
を
踏
ま
え
1�
日
、
地
元
経

済
活
性
化
策
の
強
化
を
求
め

る
要
望
書
を
市
に
提
出
し

た
。
内
容
は
、
融
資
支
援
拡

大
や
市
税
納
付
期
限
の
延
長

等
「
緊
急
経
済
対
策
」、
外

食
利
用
や
土
産
品
の
市
内
販

「
店
舗
等
の
衛
生
設
備
等
の

整
備
」（
22
％
）
な
ど
。「
衛

生
対
策
や
危
機
管
理
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
有
無
」
に
つ
い
て

は
、
8�
％
が
「
な
い
」
と
回

答
し
た
。

　「
期
待
す
る
支
援
策
」

は
、「
金
融
支
援
」（
�2
％
）

が
ト
ッ
プ
。「
中
小
企
業
支

援
策
の
情
報
提
供
」（
��

％
）、「
消
費
喚
起
の
取
り
組

み
」（
3�
％
）
が
そ
れ
に
続

い
て
い
る
。

売
促
進
等
「
消
費
喚
起
対

策
」、
テ
レ
ワ
ー
ク
や
時
差

出
勤
が
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
な

る
社
会
に
向
け
た
「
将
来
対

策
」
だ
。

　
調
査
の
最
終
結
果
は
、
23

日（
月
）
に
ま
と
ま
る
予
定
だ

と
い
う
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
３
月
中
の
試
合
開
催

延
期
が
決
定
し
て
い
る
Ｊ
リ

ー
グ
（
３
月
18
日
時
点
）
。

フ
ァ
ン
・
サ
ポ
ー
タ
ー
の
方

々
と
と
も
に
会
場
で
戦
え
な

い
の
は
選
手
も
と
て
も
心
苦

し
い
で
す
が
、
再
開
後
の
勝

利
に
向
け
着
々
と
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
積
ん
で
い
ま
す
。

　

延
期
期
間
中
は
、
各
Ｓ
Ｎ

Ｓ
に
て
レ
ノ
フ
ァ
を
楽
し
め

る
特
別
企
画
を
実
施
中
！　

普
段
つ
ぶ
や
く
こ
と
が
な
い

霜
田
監
督
が
限
定
で
ツ
イ
ッ

タ
ー
に
投
稿
し
た
り
、
レ
ノ

丸
の
衣
装
を
考
え
る
企
画
が

あ
っ
た
り
、
塗
り
絵
が
楽
し

め
た
り
と
、
い
つ
も
と
違
う

内
容
も
盛
り
沢
山
。
イ
ン
ス

タ
グ
ラ
ム
や
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

な
ど
も
ぜ
ひ
チ
ェ
ッ
ク
‼︎
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一の
坂
川（
後
河
原
）

香
山
公
園（
香
山
町
）

平
川
河
川
公
園（
平
井
）

大
内
桜（
大
内
）

徳
佐
八
幡
宮（
阿
東
）

草
山
公
園（
秋
穂
）

大
原
湖
畔（
徳
地
）

鰐
鳴
八
幡
宮（
小
鯖
）

維
新
百
年
記
念
公
園

（
維
新
公
園
）

木
戸
神
社・木
戸
公
園

（
糸
米
）

栄
山
公
園・其
中
庵
公
園

（
小
郡
）

西
宗
寺
の
大
ヤ
マ
ザ
ク
ラ

（
徳
地
）

岡
山
霊
廟
塔
周
辺

（
阿
知
須
）

市
内
の
桜
名
所
・
花
見
お
す
す
め
情
報

今
年
の
花
見
計
画
は
？

　
花
見
シ
ー
ズ
ン
の
到
来
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
が
、
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
で
大
人
数
で
の
宴
会
な
ど
は
自
粛
傾
向
が
見
ら
れ
る
。「
お
花
見
弁
当
」

な
ど
で
気
分
を
盛
り
あ
げ
、「
桜
の
名
所
を
散
策
」「
車
窓
や
屋
内
か
ら
桜
を
見
る
」
な

ど
、
濃
厚
接
触
を
避
け
る
ス
タ
イ
ル
で
春
の
訪
れ
を
楽
し
ん
で
み
て
は
？

　
日
本
気
象
協
会
が
発
表
（
18
日
時
点
）
し
た
山
口
県
（
下
関
市
）
の
桜
の
予
想
開
花

日
は
、
平
年
よ
り
も
７
日
早
い
23
日
。
４
月
第
１
週
の
週
末
に
は
見
頃
を
迎
え
る
。

　
約
６
０
０
㍍
あ
る
川
の
両

岸
に
、
２
０
０
本
ほ
ど
の
ソ

メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
植
え
ら
れ
て

い
る
。
開
花
期
間
中
は
夜
間

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
が
実
施
さ

れ
、
夜
桜
も
楽
し
め
る
。

　
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
な
ど
約
１

７
０
本
が
公
園
を
彩
る
。
夜

間
は
、
日
本
三
名
塔
に
数
え

ら
れ
る
瑠
璃
光
寺
五
重
塔
が

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
、
桜
も

美
し
く
浮
か
び
上
が
る
。

　
椹
野
川
に
沿
っ
て
約
80
本

の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
植
え
ら

れ
、
広
い
河
川
敷
を
彩
る
。

　
２
０
０
㍍
の
参
道
両
脇
に

植
え
ら
れ
た
約
１
０
０
本
の

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
と
、
木
々
の

間
の
石
灯
ろ
う
が
、
荘
厳
な

雰
囲
気
を
か
も
し
出
す
。

　
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
な
ど
約
６

０
０
本
が
、
園
内
の
至
る
と

こ
ろ
で
開
花
す
る
。「
桜

園
」
も
２
カ
所
あ
り
、
憩
い

の
場
と
な
っ
て
い
る
。

　
木
戸
孝
允
が
ま
つ
ら
れ
て

い
る
神
社
と
隣
の
公
園
に
、

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
と
ヤ
エ
ザ
ク

ラ
約
３
０
０
本
が
あ
る
。

　
大
内
畑
の
山
中
に
あ
る
１

本
の
サ
ト
ザ
ク
ラ
。
昨
年
、

大
内
桜
の
会
に
よ
り
、
サ
ツ

キ
ツ
ツ
ジ
が
植
栽
さ
れ
た
。

　
市
内
が
一
望
で
き
る
栄
山

公
園
に
は
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
な

ど
約
１
５
０
本
。
そ
ば
に
あ

る
其
中
庵
公
園
周
辺
に
は
、

オ
ゴ
オ
リ
ザ
ク
ラ
な
ど
約
40

本
が
植
え
ら
れ
て
い
る
。

　
阿
知
須
の
街
を
見
渡
せ
る

小
高
い
丘
に
立
つ
塔
周
辺
に

は
、
約
１
２
５
本
の
ソ
メ
イ

ヨ
シ
ノ
が
咲
く
。
昨
年
遊
歩

道
が
整
備
さ
れ
、
岡
山
桜
園

ま
で
の
散
策
も
楽
し
め
る
。

　
市
内
最
南
端
の
草
山
岬
か

ら
間
近
に
見
え
る
周
防
灘

と
、
約
１
千
本
の
ソ
メ
イ
ヨ

シ
ノ
と
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が

美
し
い
。

　
美
し
い
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
約

６
０
０
本
の
桜
並
木
が
湖
岸

や
県
道
４
８
９
号
を
彩
る
。

森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
で
、
ド

ラ
イ
ブ
は
も
ち
ろ
ん
、
ウ
オ

ー
キ
ン
グ
に
も
最
適
。

　
淡
紅
白
の
花
を
つ
け
る
１

本
の
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
で
、
目
通

り
周
囲
約
３
・
６
㍍
、
樹
高

約
13
・
６
㍍
の
大
樹
。

　
参
道
に
は
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ

や
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
約
３
０
０

本
が
咲
き
誇
り
、「
ピ
ン
ク

の
ト
ン
ネ
ル
」
の
よ
う
な
雰

囲
気
に
な
る
。
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サ
ン
デ
ー
山
口（
山
口
版
）は
、朝
日
・
毎
日
・
読
売
・
中
国
・
日
経
へ
の
新
聞
折
り
込
み（
山
口
市
内
全
域
）、各
所
へ
の
紙
面
設
置
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
公
開（http://w

w
w
.sunday-yam

aguchi.co.jp

）等
の
方
法
に
よ
っ
て
、み
な
さ
ま
に
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

　
山
口
県
の
観
光
の
活
性
化

に
は
、
県
全
体
に
広
く
散
ら

ば
る
素
晴
ら
し
い
観
光
資
源

を
つ
な
ぐ
経
路
自
体
を
魅
力

的
に
す
る
こ
と
が
有
効
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
野
村

淳
一
准
教
授
（
経
済
学
部
）

は
、
柔
軟
に
観
光
を
楽
し
む

自
家
用
車
の
利
用
者
の
動
態

を
把
握
す
る
た
め
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
の
位
置
情
報
を
活

用
し
て
調
査
し
ま
し
た
。

　
こ
の
「
山
口
県
周
遊
観
光

の
活
性
化
の
た
め
の
観
光
客

動
態
デ
ー
タ
収
集
シ
ス
テ
ム

の
開
発
と
活
用
」
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
は
、
県
内
の
観
光
客

動
態
デ
ー
タ
を
収
集
す
る
ア

プ
リ
を
開
発
し
、
そ
の
デ
ー

タ
を
活
用
し
て
自
家
用
車
に

よ
る
魅
力
的
な
周
遊
観
光
ル

ー
ト
の
提
案
や
駐
車
場
・
案

内
板
の
改
善
な
ど
に
取
り
組

み
ま
す
。
ア
プ
リ
は
今
後
、

交
通
費
や
娯
楽
・
買
い
物
と

い
っ
た
観
光
消
費
情
報
と
の

連
結
な
ど
も
視
野
に
入
れ
て

改
良
を
進
め
、
ｉ
Ｐ
ｈ
ｏ
ｎ

ｅ
を
は
じ
め
利
用
者
の
多
い

ｉ
Ｏ
Ｓ
版
の
開
発
に
も
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。（
Ａ
ｎ

ｄ
ｒ
ｏ
ｉ
ｄ
版
は
正
式
に
公

開
を
完
了
）

　
学
生
に
も
積
極
的
に
関
わ

っ
て
も
ら
う
た
め
、
お
す
す

め
観
光
ル
ー
ト
の
企
画
や
、

自
動
車
で
走
行
し
た
場
合
に

し
っ
か
り
と
デ
ー
タ
を
集
約

で
き
る
か
を
確
認
し
て
も
ら

う
他
、
実
際
に
行
っ
て
み
て

分
か
る
観
光
地
の
魅
力
や
不

満
等
の
情
報
も
集
約
し
て
い

き
ま
す
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
関
わ
っ
た
学
生
た
ち
が
、

デ
ー
タ
分
析
等
の
ス
キ
ル
を

身
に
つ
け
、
卒
業
後
も
、
観

光
分
野
や
官
公
庁
の
核
と
な

る
人
物
と
し
て
成
長
し
て
も

ら
え
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

　
問
い
合
わ
せ
先
・
山
口
学

研
究
セ
ン
タ
ー
☎
０
８
３

－

９
３
３

－

５
６
３
０

第４回




